
授業改善プラン様式３    学校番号（中 21）   学校名 練馬区立石神井西中学校  

２９年度指導方法の課題分析と具体的な改善策及び補充指導などの計画 教科 英語  

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画 

１ 

 

 

年 

 

＜活用する力について＞ 

・基礎基本を定着・活用 

する力をつける。 

 

＜語彙力について＞ 

・音と文字の関係が曖昧な

生徒がいる。 

・語彙数を増やし、定着・

活用する力をつける。 

 

＜表現力について＞ 

・小学校から取り組んでい

る英語活動の内容をさら

に発展させ、自分の言葉で

発表する場面を設定する。 

・既習事項を活用し、スモ

ールステップで反復しな

がらスパイラルに学習さ

せる。 

 

・単語の小テストなどを 

計画的、継続的に行う。 

 単語から基本文へと 

つなげ、活用させる。 

 

 

・Q＆A シートを活用する。

また、少人数の特徴を生

かし ALT と協力し、楽し

く表現させる機会を多く

設ける。 

・夏期補充教室等の個別指

導を行うと同時に、２技

能以上統合させた授業展

開を計画的に行う。 

 

・ユニット毎に単語・単元

テストや夏休み明けに、

スペリングコンテストを

行う。 

 

 

・様々な場面設定を設け、

ペアワークなどを活用し

ながら、実用性や必然性

をもたせた表現活動を行

う。 

２ 

  

 

年 

 

 

＜活用する力について＞ 

・既習の語彙や文法項目を

定着させ、応用的な活動

へとつなげていく。 

 

＜読解力について＞ 

・長文読解の際、指示語の

読み取りなどを苦手と

する生徒が少なくない。 

 

＜表現力について＞ 

・積極性に乏しく、授業内

の発言が少ない。 

 

・既習の文法項目を活用し

て、スピーチやスキット

などの発表活動を行う。 

 

 

・長文読解の際に主語と動

詞を意識させ、意図的に

指示語に関する質問を行

い、意識付けを行ってい

く。 

・Q & A やチャットをペア

で行い、生徒の英語での

発話量を増やしていく。 

・夏期補充教室等を行い、

基礎基本を身に付けさせ

る指導を行う。 

・毎学期、複数回の発表活

動に取り組み、発展的な

表現も指導していく。 

・読むスピードなどにも留

意し、おおまかな内容を

つかんでから内容把握に

つなげるポイント指導を

行う。 

・ペアやグループでの活動

を毎時間取り入れ、自分

の意見を積極的に発信さ

せる。 

３ 

 

 

 

年 

 

＜活用する力について＞ 

・既習の文型について、復

習、応用する機会がやや

少ない。 

 

＜長文読解について＞ 

・長文読解や内容把握を苦

手とする生徒が多い。 

 

 

＜表現力について＞ 

・既習の文型を用いて会話 

や文章を続ける力をさ

らに発展させていく必

要がある。 

・既習の文型に取り組む時

間を確保する。Q&A シー

トなど、繰り返し学習が

できる機会を増やす。 

 

・定期的に教科書や教科書

以外の長文に触れる機会

を増やし、慣れさせる。 

 

 

・活動の機会を多く設定す

る。表現力をのばすため

の工夫の仕方を提示して

いく。 

・ALT と協力し、表現の機

会を確保する。 

・夏期休業中や単元によっ

て、補充的な学習教室を

行う。 

 

 

・それぞれの進度に合わせ 

て１、２年の復習の定着

から総合問題まで放課後

補習等で指導を行う。 

 

・ALT との会話や手紙のや 

りとりなどで表現力を発 

展させる。 

 


